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）
ん
こ
ん
と
雪
障
る
中
卒
、
わ
れ
ら
瑚

与
窮
莫
忠
幸
あ
の
会
生
態
鶴
軍
国

r
戸
に
、
ひ
っ
曇
り
と
∴
し
か
乙
種
喪
に
生

き
裏
目
て
‖
る
の
を
尋
。
そ
う
、
部
柴
き

っ
て
の
勇
寅
む
勇
、
小
節
か
、
と
っ
た
一

人
、
犬
の
デ
ュ
ー
子
と
只
に
、
に
わ
と
I
～
I

の
甘
藷
、
納
売
り
と
へ
毎
日
寒
さ
と
戦
目

九
年
か
ら
ー
菰
張
っ
て
幸
の
る
の
ア
q
十
q
っ

出
か
せ
き
の
大
阪
行
き
牙
二
陸
か
華
山

上
を
、
丸
ニ
ケ
日
‥
聴
け
こ
も
患
れ
ナ
「
㌢

に
砥
獲
母
さ
ま
畢
し
ゃ
ろ
か
？

親
鶏
は
鱗
個
ぐ
ち
日
、
ヒ
ナ
鶏
は

み
編
目
宇
目
る
の

一
、
－
－
－
、
雪
、
雪
。
著
の
一
人
麿
し
の
せ
っ
む

ご
は
、
合
、
除
雪
に
高
ま
‖
」
～
つ
あ
ろ
う

m
 
V
L
l
U
r
自
書
盲
．
雪
は
、
か
な
‖
′
積
も
り

鶏
舎
舌
、
御
背
馳
の
追
弔
、
ト
タ
ン
靂
根

雪
か
稽
古
り
過
ぎ
る
と
、
星
ユ
辞
し
「
タ
溺

十
C
打
サ
宣
）
r
L
h
T
へ
b
、
‘
埋
－
師
の
雪
経
ろ
l
し
写

し
ん
と
‖
仕
事
写
。

謡
は
藍
に
、
山
師
の
蕃
猛
シ
リ
ー
ズ
牙

′
し
っ
み
る
ー
5
I
U
く

ま
寸
。
親
鶏
鰭
、

産
網
窒
吉
競
っ
て
お
り

鼠
か
く
る
〕
と
の
か
、

！
i
1
－
【
－
↓
－
は
、
鼻
の
争
－
榛
′
　
予

（
二
つ
と
う
時
イ
夕
は
々
琴
？
）
と
鰊
遼
寧

一
号
称
の
競
う
、
一
人
暮
ら
も
の

さ
を
、
朗
々
レ
立
副
え
る
母
の
詩
を

黒

み

き

い

っ

　

助

言
町
婁
レ
蚤
㌔
嘉
子

タ
＼
ノ
．
タ
ン
・
夕
、
イ
タ
ン
ー
ダ
＼
J

′
よ

督
励
握
る
障
る
雪
舟
′
降
る
∴
∴
9

、
人
等
自
宅
弥
栄
に
雪
か
降
る

m
棚
二
百
胴
一
ひ
っ
か
つ
一
室
L

L
小
貫
　
　
　
　
コ
ざ
ミ

A
フ
白
は
長
南
、
蝿
重
心
角

［
睦
の
ま
し
ま
っ
と
の
心
行
一
に
＋
こ
ぶ

ま
う
汀
の
少
尊
い
哀
し
さ
ま

他
の
一
山
i
衝
ゆ
か
み
出
し

自
適
甲
‖
ズ
ム
ほ
狂
い
建
言

在
朝
帝
や
下
方
∴
ジ
ャ
ン
プ
一
番
砂
肌

雪
に
こ
ろ
が
る
あ
と
3
…

寧
ろ
を
言
え
る
人
毛
な
く
、

々
ノ
時
コ
の
忠
実
」
か
舌
入
手
し
奮
い

く
も
や
掛
を
d
机
は
、
木
相
し
か
奴
を

盟
を
言
古
和
恵
、
雪
か
降
る
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総まで一二・）いl＼、

ネ
コ
は
、
穴
を
恐
雄
を
‖

夫
唐
人
に
礪
至
周
る

大
は
い
っ
た
い
何
と
し
ま
う
ク
。

嫌
え
る
認
日
と
う
ら
は
ら
に

今
日
も
弥
栄
の
夜
は
冷
え

レ
ッ
ド
の
大
ビ
ン
諦
き
び
か
え

一
人
－
刷
と
ん
で
も
だ
え
磁
く
・
‥
・
・

I
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．
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以
上
、
山
繭
の
あ
さ
ま
し
白
根
借
の
督
。

ひ
れ
い
け
富
の
宅
の
閥
に
…
‥
ネ
／
ヤ
ー
ン
／

山
師
‖
わ
く
、
l
老
親
に
し
て
も
、
何

も
や
る
こ
と
か
な
い
を
す
ね
。
暗
闘
を

i
寓
全
に
育
て
仝
少
し
て
る
P

み
な
さ
れ
P
　
山
部
に
愛
の
手
稲
を
、

レ
て
も
て
∴
や
さ
し
0
人
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
添
え
て
…
・
…
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、
ノ
｛
　
f
J

；了

厚
顔
型
患
下
人
の
藤

村
（
小
魚
）
を
彼
棟

地
と
し
て
、
劇
農
作

櫛
づ
く
り
に
風
霜

M
旧
人
種
の
後
釜
悶
細

イ
伽
る
。
労
し
の
タ
ロ
＋
5

1

蒜

観

取

衛

肩
協
会
」
と
日
日

l
－
－
ダ
ー
格
の
一

大
、
是
正
原
震
氏

一
隻
の
広
ぐ
く
じ
、
仝

覆
紛
れ
初
音
毎
（
－
つ

つ
女
准
2
人
）
で
あ
え

彼
ら
は
過
小
下
5
ヶ

所
（
侵
攻
）
に
何
様
も
、
小
原
で
熔
穏
作
と

乳
牛
小
飼
沓
‥
、
善
政
と
、
ノ
ダ
ー
で
は
婁
熔
作

物
の
壊
雇
琵
琶
、
そ
れ
を
れ
飾
役
都
を
仇

枢
し
ア
言
い
ろ
霊

廟
全
教
丑
の
ね
、
つ
日
を
定
立
原
氏
阜

動
楓
関
を
つ
く
る
こ
じ
で
あ
る
。
今
ノ
後
の

農
業
の
発
展
を
窄
、
乙
仁
婿
、
個
人
に
よ
っ

て
農
業
相
引
き
っ
閃
替
る
の
で
府
惨
く
、

機
関
に
き
っ
て
、
二
組
か
ら
の
農
業
は
代

行
下
し
拘
る
べ
き
で
亡
の
る
L
 
Z
L
、
み
た
、

“
食
糧
の
天
覧
生
産
に
反
対
し
、
流
繚

稀
の
変
筆
を
邑
ざ
し
っ
っ
協
会
の
農
作
業

を
通
じ
て
、
食
料
小
本
衆
の
も
の
に
立
ち

返
之
る
怒
八
万
を
も
に
〓
し
こ
考
、
こ
そ
日
義

の
直

訳
に
。
月
刊
一
⊥
ユ
ー
ミ
ス
ト
。
（
汚
年
8

月
等
）
　
に
掲
載
さ
夙
∵
に
山
口
富
夫
氏
の
農

業
蘭
発
技
術
者
協
会
用
紡
紳
介
丈
か
ら
、
こ

の
集
団
の
（
選
動
じ
を
－
乙
方
品
V
l
概
略
を
つ
い

′
ん
で
み
き
、
つ
。

勧
念
の
主
た
る
鶴
亀
と
そ
の
具
体
的
6

、
滴
靭
高
男
客
席
X
の
2
点
に
｝
八
割
で
き
る
。

一
つ
慮
点
種
す
る
耕
作
地
で
の
農
作
物
の

生
産
と
藤
尾
　
も
う
一
つ
は
、
そ
こ
牟
こ
し

爪
と
生
春
物
だ
一
級
（
霞
に
届
け
る
宅
重

雄
擁
需
彊

方
惹
と
そ
の
考
、
乙
方
で
あ
る
⊃
　
　
　
－

各
新
作
把
で
乙
揮
た
農
作
物
l
左
一
た
…

ん
嘗
生
協
は
ず
訳
に
廟
る
∧
書
紀
圭
一

勺
子
V
に
集
め
、
つ
れ
、
羊
忠
倉
皇

に
届
け
、
づ
在
る
。
風
合
佼
　
こ
祝
う
n
媛

庭
5
2
、
3
一
千
七
飾
る
日
成
十
敬
戸
の
グ
ル
ー

ア
に
繚
籍
し
、
彼
ら
を
「
公
膏
こ
い
㌣
し
て
↑

契
約
を
箱
ひ
、
萌
会
の
メ
、
J
バ
ー
か
箪
敏
子

産
に
毒
蛾
約
に
つ
現
在
一
－
牛
擬
声
に
）
賢
さ
屈
巧

7
5
日
／
＼
と
い
う
配
達
の
万
請
で
掃
う
。
（
現

存
約
秒
戸
と
契
約
）
　
各
家
庭
か
つ
う
け
と
る

お
金
佼
1
野
菜
代
金
L
 
r
T
L
ア
≒
C
I
玉
な
く

盛
儀
作
物
多
生
表
し
屈
亘
る
過
程
富
乙
の
「
磯

能
代
」
と
し
て
う
日
ソ
ら
）
っ
ブ
（
い
る
。
す
な

わ
ち
、
農
作
物
を
威
品
化
す
る
こ
こ
を
拒

否
し
て
‖
る
の
で
め
る
。
こ
訳
は
∵
薪
琴
＼

一

幸

べ
き
理
想
で
あ
り
．
墨
筆
＼
ベ
寺
宝
煩
果
す
宝
の

三



－　　匂

る
。
磯
能
代
（
入
会
金
「
。
8
円
十
大
世
帯
一
ケ

月
三
二
ハ
8
周
、
小
甘
稀
二
、
八
。
°
円
）
、
き
だ

腫
胸
臼
r
左
胸
け
ら
れ
る
密
集
王
統
し
て
、
一
の

ろ
い
じ
め
目
見
聞
め
に
、
そ
の
円
n
依
命
可
能

な
野
菜
の
葱
を
飼
親
し
に
∧
宅
配
カ
レ

ン
ダ
ー
∨
な
る
も
の
を
番
蔵
産
に
届
け
て

〓
い
る
。

禽
J

協
会
の
ブ
し
の
他
の
石
動
に
は
、
小
原
で

毎
年
7
・
8
邑
筍
2
凧
山
、
4
日
風
に
れ
告
に

：
て
備
後
と
在
る
〝
人
と
工
の
大
学
〟
が

玖Ulろ）。震
作
業
－
こ
斉
を
流
し
、
互
日
に
学
び
合

う
甲
か
ら
、
自
然
や
空
清
の
様
々
6
社
会

の
窟
属
菱
仁
レ
考
え
て
ゆ
く
た
め
の
、
史
郎
笹

神
の
筋
で
あ
り
、
失
職
の
場
と
し
て
教
塩

ビ
劫
出
て
‖
ひ
る
。

以
上
、
簡
単
仁
摩
大
尉
発
扱
街
着
勘
全

側
板
聡
を
述
べ
て
き
た
。
こ
の
連
動
と
n

計
れ
れ
併
称
椋
と
郵
莫
風
体
の
退
勤
を
珂

比
C
Z
考
、
ア
）
た
時
、
n
頼
れ
打
倒
堀
－
甲
乙

‖
る
4
つ
の
用
等
刀
針
の
、
つ
ち
＜
①
農
相

の
コ
ミ
ュ
ー
ン
化
V
を
除
い
た
へ
②
生
き

伸
び
る
た
め
の
塾
甲
で
の
運
動
V
へ
◎
自

止
別
の
謁
狙
硫
横
の
魅
血
V
へ
④
コ
三
三
千
－

、
ノ
学
校
V
の
う
え
に
関
し
て
練
、
類
似
し

た
連
動
形
態
を
も
っ
て
い
る
。
と
り
れ
け

そ
の
節
i
で
も
、
∧
㊧
稲
荷
を
の
】
運
動
∨
鳳

n
m
か
両
年
に
才
の
，
て
は
、
合
ノ
各
段
も
季
十

位
に
終
っ
た
伊
野
で
葡
り
、
彼
ら
初
速
戒

い
ろ
匂
／
く
の
写
ぶ
べ
き
魚
、
ユ
ニ
ー
ク
谷

遜
、
嘲
形
態
を
み
て
と
る
こ
と
裾
で
き
る
。

働
公
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
き
だ
牽
く
初

霜
知
冷
床
、
知
日
仁
白
魚
件
め
り
、
近
々

妨
圏
し
て
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
、
索
）
ひ

た
い
ヒ
思
、
ク
。

④
合
字
か
ら
「
コ
ミ
コ
ン
㌧
ヒ
ロ
バ
」
と

い
う
魚
禁
制
で
一
畳
名
港
す
る
こ
こ
に
怠
っ
た
《

百
人
を
の
名
称
乙
同
じ
く
、
。
傭
圧
し
／
ご
用

泊
管
堅
甲
を
と
め
と
、
古
生
親
し
み
や

｛
0
日
名
君
剛
毛
と
、
皆
で
弟
÷
乙
に
亀
で
す
。

⑤
称
株
か
ら
の
出
端
ぎ
組
で
－
ほ
と
ん
ど

の
新
風
を
つ
く
っ
と
。
発
行
の
予
定
よ
り
手

大
隅
に
産
れ
て
L
き
っ
た
サ
縮
む
　
位
毎
時

で
疲
れ
て
調
っ
て
か
ら
∵
曇
＼
童
ぶ
「

か
ら
三
－
テ
ィ
ブ
年
′
を
終
、
フ
」
　
睨
日
露
を

二
百
月
か
砕
－
つ
、
原
滴
を
書
き
、
か
生
′
柳

〃
手
乙
た
、
血
と
一
汁
の
璃
晶
で
あ
る
。

掬
紙
の
発
行
」
を
註
勤
と
／
テ
∴
い
た

（
五
十
嵐
　
鴬
甫
）

′
八
番
の
メ
一
」
バ
ー
さ
、
ど
こ
へ
行
つ
た
の

い
伊
？
e

㊧
紙
不
定
の
た
め
、
吟
号
は
叩
ラ
取
に
な

り
字
に
つ
む
籍
謹
鮪
欄
喜
入

I

r

－

I

1

－

－

－

I

l

l



農
業
は
自
然
と
大
同
、
自
然
と
社
会
と

の
関
係
の
中
に
あ
る
。
大
内
は
自
然
の
一

部
で
あ
る
∵
大
円
が
生
き
て
い
る
こ
と
自

体
自
縛
で
あ
る
、

庶
撚
、
狩
韓
や
野
生
の
催
物
の
諌
歌
に

よ
へ
′
て
生
着
日
し
て
い
た
人
は
自
分
こ
雷
然

と
を
慧
嶽
す
冬
）
と
な
く
ひ
と
つ
の
む
の

行
為
で
串
な
く
写
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

農
業
は
今
＼
他
の
墓
㌻
同
じ
寺
つ
に
、

生
産
郷
を
商
品
と
し
て
し
か
披
之
で
∵
そ

ん
な
農
作
業
一
十
　
日
／
＼
つ
土
に
親
し
昇
乏

し
‖
岳
糸
の
率
い
に
い
よ
う
と
国
富
議
定

で
し
か
不
日
∵
単
一
÷
っ
訊
社
会
の
中
に
生

き
て
い
争
以
上
：
呂
律
と
個
人
の
向
に
忍

合
っ
て
一
つ
で
め
二
仁
美
完

は
生
命
と
窮
婦
で
き
へ
雪
ぐ
ー
ミ
ノ
一
一
l
）
へ

′
チ
り
・
＼
笛
社
会
l
ェ
一
宮
三
）
半
量
二

分
秦
l
f
二
C
庶
－
立
っ
て
‖
ニ
ッ
へ
び
と

l
－
〔
少
い
と
つ
の
確
答
g
凌
げ
ま
つ
　
）
上
手
千

丁
の
位
牽
き
書
＼
避
－
下
目
）
　
：
し

蔓
㌻
一
志
、
し
か
し
　
話
嘩
丁
頭
　
i

二
㌢
」
千
二
、
利
江
－
了
と
、
農
工
二
軍
《

と
し
て
い
た
。
そ
の
人
国
語
、

土
を
耕
し
、
種
を
ま
く
こ
と
に

よ
っ
て
自
然
に
働
き
か
け
る
こ

′
ま
き
て
い
）
っ
こ
し
ー
ー
う
㌣
素
子

一
き
今
／
、
、
写
っ
て
く
∴
′
　
生
硬
の
ー
小
一

を
撃
て
∵
葦
　
i
誓
」

と
き
掩
め
た
。
そ
し
て
働
き
小
骨
る
対
象

を
言
説
寸
を
こ
と
で
自
我
が
生
き
壷
だ
＋

自
然
の
一
郭
で
あ
り
な
が
ら
患
譲
の
中
で

自
然
を
き
昌
ノ
ん
で
し
き
ウ
ニ
そ
ん
倉
岳
審

・
自
殺
の
脊
議
に
よ
っ
て
、
ヒ
ト
が
大
同

と
奪
っ
た
播
去
り
が
曲
蜃
桑
の
琴
か
に
あ
る
｛

き
・
掌
、
寧
・
掌
・
寧
・
さ
も
も
命
誘
細

説
在
、
自
然
と
大
開
分
詞
係
は
ゆ
否
め

ろ
質
で
自
ら
。
護
を
ま
く
と
い
、
つ
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塑躍媒薗毅壁貌

鶴野塵鞘三認
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その他に、百人委員会でIa・称熱と郷教主のためIニ4年与万円の解雇かある
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烈
食
べ
て
生
き
て
‖

ぎ
）
と
ハ
＼
）
口
車
一
－
義
で
き
き
占
首
だ

一
「
－
曇
三
三
」
麦
　
）
一
÷
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／
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